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－事業推進担当者研究概要一

マングローブ林と1亜熱帯常緑広葉樹７ivl〔

萩原秋男(理学部海洋自然科学科生物系｡教授）
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1.マンク鼠ローブ林の自己間引き

沖縄県の漫湖湿地(1999年にラムラール条約に

登録された)にはメヒルギを主としたマングローブ’

林が広がっている｡このメヒルギ林に川岸から陸

に向けて125ｍ×５ｍのベルトトランセクトを設定

し,その内部を５ｍ×５ｍのう.□ツト25個に区切っ

た(図1)｡プ□ツトごとに樹高Hとその1/10高での

幹直径DojHの毎木調査を行い,月とDolHから個

体菫を推定した。
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この式は平個体重の相対成長率(ＲＧＲ)は相対死

亡率(ＲＭＲ)に比例し,比例定数は自己間目|さ指数

αに等しいことを意味している｡このことを検証し

たのが図3である｡比例定数は157となり,メヒル

ギ林の自己間引き指数1.46との有意差は認めら

れなかった｡この検証は,植物個体群の自己間弓｜

さ理論の合後の発展に寄与するであろう。
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過密植物個体群においては,平均個体菫をw,密度

をpとすると以下の式が成立することが知られて

いる。

ｗ＝Kp-α(K,係数;q,自己間目|さ指数）
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自己間目|さ指数がほぼ3/2となることから,この関

係は自己間目|きの3/2乗則と呼ばれている。

メヒルギ林における4年間にわたる各プ□ﾂﾄの

平均個体重wと密度pとの関係を示したものが図２

である｡自己間目|き指数は1.46となり,3/2との有

意差は認められなかった｡したがって自己間弓|さ

の3/2乗則がマングローブのメヒルギ材でも成立

していることが確かめられた。

なお,上式を時間tで対数微分すると下記の式

が得られる。
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図3.相対成長率(RGR)と相対死亡(RMR）

(○,20042005;①,2005-2006;△,2006-2007）
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2.亜熱帯常緑広葉樹材の階層構造

北半球の中緯度地帯の殆んどが乾燥地帯であ

るが,琉球列島,台湾中国南部は森林を形成する

に充分な雨量があるために亜熱帯常緑広葉樹林

が成立している｡沖縄島北部には,この亜熱帯常

緑広葉樹林が生育しており生物地理学的に實重

な存在となっている｡森林は階層構造を持ってお

り高緯度から低緯度,すなわち,気温が高くなる

ほど階層の数は多くなり樹木の多様性も高くな

ると＝われている。

沖縄島北部の亜熱帯常緑広葉樹林に25ｍ×３０

ｍのプロットを設定し,ⅣとDolHの毎木調査と種の

同定を行った｡個体三ＷはD2olHhlに比例すると

仮定して解析を行った。

階層構造の解析にはM-wダイアグ`ラム(図4)を

使用した(M"=ＺＬ…〃='公１V(総個体
数);ｗ７，最大個体重)｡この図上の線分の数より，

最大樹高１６５ｍのこの森林は4つの階層構造を

持っていると判断できた｡Shannonの種多様性指

数Ⅳ'は上層から下層に向かって低くなる傾向が認

められた｡最下層の層長は１５ｃｍにも拘らず総個

体数の30％,総種数の88％を含んでいた｡したがっ

て,沖縄島北部の亜熱帯常緑広葉樹材の樹木の種

多様性は,下層の樹木の種多様''１生によって支えら

れていると考えられ,この森林の樹木種多様性の

保全には下層の樹木の保全が不可欠であること

が結論される。

また,各層の平均個体菫と密度との関係は図５

のようになりこの関係は疎密な植物|固体群が成

長するにつれて平均個体重を増加し密度を減少

し,ついには自己間目|さの3/2乗則に従うようにな

るというw-pの軌跡に似通っていた｡このことか

ら,この現象を階層構造の擬似w-pの軌跡と名づ

げた。
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図5.各層の平均個体菫と密度
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